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『共生社会』の実現を
目指して

生まれ育つすべての子どもに
途切れのない支援を

　子どもたちの健やかな成長は、みんなの願いです。
　高山市では、障がいがあってもなくても、共に学び、
共に遊び、働くことができる『共生社会』を目指した、い
ろいろな取り組みを進めていきます。

ナーシングデイ高山 ☎57⊖8566問合先

その他、いじめSOSダイヤル（☎35－3500）、飛驒子ども相談センター（☎32－0594）も
あります。

相談窓口 内容 場所・電話番号

家庭児童相談室 家庭・児童全般に関する相談 子育て支援課（本庁1階） ☎35－3179
夜間・休日は☎32－3333

育児相談 主に０～３歳の子育てに関する
相談

子育て支援センター（岡本保育園内）
☎33－7963

乳幼児相談 主に乳幼児を対象にした発育
や育児などに関する相談

健康推進課（市保健センター内）
☎35－3160

発達相談 子どもの発達に関する相談
１８歳以上も可

福祉サービス総合相談支援センター
（本庁1階） ☎35－3002

母子・父子相談 母子・父子家庭の生活、養育な
どに関する相談

子育て支援課（本庁1階）
☎35－3179

母子父子福祉センター
（総合福祉センター内） ☎35－0294

教育相談窓口 就学、学校生活などに関する
相談

学校教育課（本庁3階） ☎35－3154

教育研究所（一之宮支所内）
☎53－2368
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対
象
に
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク“
た
か
や

ま
っ
子
成
長
の
あ
し
あ
と
”の
配
布
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
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ま
れ
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か
ら

自
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す
る
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お
子
さ
ん
の
成
長
の

記
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、保
護
者
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め
て
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た
だ
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も
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で
、今
後
お
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受
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。

　

４
カ
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児
健
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さ
れ
る
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に
も
お
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し
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。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、保
育
園
や
幼

稚
園
は
ま
さ
に
生
活
の
場
。高
山
市
で

は
毎
年
度
、子
ど
も
た
ち
が
よ
り
過
ご
し

や
す
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、市
内
全

保
育
園・幼
稚
園
に
特
別
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援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
、具
体
的
な
支
援

の
方
法
な
ど
の
研
修
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
児
童
発
達
支
援
事
業

所
５
カ
所
に
お
い
て
も
、子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
に
つ
い
て
継
続
的
に
研
修
会
を

開
催
す
る
な
ど
、行
政
と
事
業
者
が一体

と
な
っ
て
支
援
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キ
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向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

家族介護の負担軽減に期待
　医療依存度の高い重症の障がい児・者
への福祉サービスを提供することができる

「ナーシングデイ高山」（冬頭町）が開設し
ました。
　この施設は、介護保険の療養型通所介護
施設を利用して、医療的なケアが必要な児
童も含めた在宅療養者への介護・福祉サー
ビスを提供するもので、岐阜県看護協会が
運営します。
　介護・障がい福祉・児童福祉の３つのサー
ビスが提供できる事業所としては県下で
初。また、介護保険の施設で子どもたちの
通所福祉サービスを行う飛驒地域で初めて
の事業所となります。
　施設の開設により、医療依存度の高い重
症心身障がい児・者の家族介護の負担軽減
にも大きな期待が寄せられます。市では開
設に向けた備品の購入に助成して、支援し
ています。

重症心身障がい児・者の
福祉サービスが充実

　
「
共
生
社
会
」は
、誰
も
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
支
え
合
い
、多
様
な
在
り
方
を

相
互
に
認
め
合
え
る
全
員
参
加
型
の
社
会
で

も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
に
は
個
人
差
が
あ
り
、一
人

ひ
と
り
違
い
ま
す
。ま
た
、子
育
て
は
、悩
み
や
不

安
、心
配
ご
と
も
多
く
、大
変
だ
と
思
う
時
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
れ
以
上
に
楽

し
さ
や
喜
び
、幸
せ
な
時
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

高
山
市
で
は
、生
ま
れ
育
つ
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
、妊
娠
か
ら
自
立
す
る
ま
で
の
成
長
段

階
に
応
じ
て
途
切
れ
な
く
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、保
健・医
療・福
祉・教
育
な
ど
子
ど
も
た

ち
に
関
わ
る
関
係
機
関
が
一
緒
に
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。適
切
な

就
学
や
就
労
を
見
据
え
て
、そ
の
子
ど
も
が
社

会
の一
員
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
高
山
市
の
目
指
す
最
終
目
標
で

す
。

　

高
山
市
の
取
り
組
み
は
、ま
だ
ま
だ
途
上
で
す

が
、今
後
も
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に

寄
り
添
い
、ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
途
切
れ
の

な
い
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

バリアフリーにも配慮された室内

福
祉
課
、ま
た
は
子
育
て
支
援
課

問
合
先

子育て支援課 ☎35⊖3179問合先


